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浅原園長ごあいさつ

明石市立あおぞら園・きらきらが加盟している明石市地域自立支援協議会こども部会では、以前、障がいのある

こどもを育てるご家族によりよりサービスが利用できることを目的に「あかし児童通所サービス等ガイドブック」

を作りました。このガイドブックは主に児童発達支援事業や放課後等デイサービスの事業所を紹介したもので、ご

存じの方もおられるのではないでしょうか？

しかし、事業所の開所や閉所、サービス内容変更等のリアルタイムな修正に対応することが出来ませんでした。

またガイドブックの内容が本当にご家族の必要とする内容なのか？だれひとり取り残さないように情報を届ける最

善な方法とは？等の様々な疑問を少しでも解消するために、この度、

明石市自立支援協議会でプロジェクトチームが発足しました。

明石市基幹相談支援センターが事務局となり、私が座長をさせてい

ただいています。プロジェクトメンバーは児童発達支援事業所や放課

後等デイサービスの代表者、特別支援学校の先生、相談支援事業所

のスタッフ、保健師、大学の教授です。今年度 1 年間をかけてアンケー

ト調査を行い、明石に住む保護者の方々の必要とする情報を把握し、

利用者目線にたったサービスが皆様に発信できるように努めたいと

思っています。アンケート用紙がお手元に届いた際は、未来の明石の

ためにぜひご協力よろしくお願いいたします。（服部）

5 月 30 日に明石給食施設協議会より、優良従業員表彰をいただきました。

あおぞら園で働き始めて 6 年目になります。あおぞら園は温かい雰囲気に包

まれ、自然と笑顔になれる職場です。園長先生をはじめ先生のみなさん、い

つもそばで私を助けてくださる調理員さんには感謝の気持ちでいっぱいです。

あおぞら園の給食は食事形態や偏食への対応を中心に「楽しい食事」を心が

けて献立を作成しています。ST、

OT とも連携し、一人ひとりに合わせた給食を提供しています。地産

地消を取り入れ、旬の食材を味わい、行事食も大切にしています。

完食できたり、少しずつ食べられるものが増えたり、給食を楽しみ

に待ってくれているお子さまの様子を見ていると、とてもうれしく、

やりがいを感じます。安全でおいしいだけでなく、食べる楽しさや、

食に興味を持ってもらえるよう、これからも食育に取り組んでいき

たいと思います。（あおぞら園管理栄養士：前川）

兵庫県知的障害者施設協会から勤続 15 年以上の職員ということで感謝状をいただきました。今の法人に入職し

てからは、ひょうご発達障害者支援センター（芦屋ブランチ）の相談員をさせていただいた後、明石市に新設され

ることになったあおぞら園に移り、その後現在までお世話になっています。

思い返せば本当にいろいろな方たちとの出会いがあり、一

つひとつのことから数えきれないほどの教えをいただいて、

そのことがこの仕事を続けてこられた原動力でした。今回、

協会から身に余る表彰をいただきましたが、これまでの感謝

の思いを振り返らせてもらえた私のほうこそ、感謝の気持ち

でいっぱいです。これまで以上に、精進に努めたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（副施設長：吉川）

福祉の分野で働かせていただき、15 年以上が経ちました。

働き始めたきっかけは、専門学校に通っていた頃に現在の児

童発達支援センターで実習を行いました。その時に、関わら

せていただいたお子様たちがとてもかわいく、とても純粋な

姿が印象的で、この世界で働いてみたいと思いました。

現在の法人では、成人の施設で働き始め、その後あおぞら園へと異動してきました。15 年以上働くことができ

ているのは、利用されている方々に様々なことを教えていただき、自分を成長させていただけたからだと思います。

今後も、勉強することを止めず、日々学びながら利用していただいている方々の力となれるように頑張っていき

たいと思います。（あおぞら園児童発達支援管理責任者兼主任：大向）

だんだんと暑い日が増え、夏の訪れを感じるこの頃です。こどもたちも汗まみれになって毎日元気に遊んでいま

す。いま、「夏」の「楽しい」を職員たちがいろいろ話し合っています。夏といえば水遊びです！昨年はひとりず

つ桶を使ってじょうろやおもちゃで水遊びをしました。今年はどんな楽しいことをしようかと私もワクワクしてい

ます。

　「水遊び」、今年は「シャワー」で遊びたいなと職員に提案したところ、とっても盛り上がって、いろんなシャワー

を購入することにしました。湯舟に浸

かってお風呂のお湯を飲むのが好き

だったり、プールに入るとおしっこが

出てしまうなどのお話をお母さまにお

聞きしたことがあります。いろんなこ

とがあっても、お外でいろいろな場所

にシャワーを置けば感染症対策もでき、

思いっきり楽しめると思います。水遊

びのほかにもいろいろな遊びを考えて、

子どもたちに「楽しい」をたくさん経

験してもらえる夏にしたいと思います。

だれひとり取り残さない情報発信のあり方とは？～地域の課題に向き合う～

明石で一番おいしい給食！を目指して ～明石給食施設協議会から表彰～

福祉の増進に尽力したスタッフ♪ ～兵庫県知的障害者施設協会から表彰～

撮影の為にマスクを外してい
る場合がありますが感染症対
策を徹底して行っています。

表彰された前川管理栄養士

鯉のぼりのランチ

当法人で 15 年以上、勤続している吉川副施設長（左）
と大向主任（右）

　先日、あおぞら園・きらきらの園庭の砂場に大量の砂が補充されました！

もちろん補充は業者に頼むことなく保育士たちと副施設長で行いました。1080 キ

ロ以上の砂の補充を手作業で行いましたが、皆が子どもたちの遊ぶ姿を想像しながら

の作業であったので、和気あいあいと砂を運んでいました。（服部）

砂場に砂がなければ砂場でない！～環境整備に取り組む保育士物語～

情報保障発信プロジェクトのミーティング

新しく購入した水遊びの遊具

砂を補充する保育士たち


